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Ⅰ はじめに  

私たちの住んでいる岐⾩県に流れる⻑良川、⽀流の吉田川
はアユの友釣りが盛んに行われている。そして、平成 27 年に
は⻑良川のアユが世界農業遺産に認定された。一方で、近年で
は国内のアユの減少が懸念されている（井口 2011、近藤・増
成 2013）。今後、アユの漁獲や友釣りを継承していくために
は、アユの生息数の維持、増加が必要だと考えた。したがって、
天然アユと放流アユの割合を明らかにし、郡上鮎の保全を目
的として活動、研究を行った。 
 
Ⅱ 材料及び方法  
 調査は、⻑良川の⽀流の吉田川で行った。⻑良川との合流点
は河口から約 109 ㎞の距離にあり、流域面積は 179.8 ㎢であ
る。放流アユと天然アユの割合を調べるため、試し釣り（期間：
2019 年 7 月 8 ⽇〜9 月 20 ⽇）によってサンプリングを行い、
その後判定を行った。天然と放流は側線上方横列鱗数（写真 1）
や下顎側線孔（写真 2）を用いて判定を行った。側線上方横列
鱗数は、背鰭第５軟条の基部から側線までの鱗の数で、天然が
20〜16 枚、放流が 16〜11 枚になることが知られている（⻄
岡 2013）。本研究では⻄岡 2013 をもとに、17 枚以上を天然
由来、17 枚未満を放流由来として判定した。下顎側線孔は、
下顎の腹側に開いた小さな孔のことで、左右 4 対の孔がある
個体が天然の可能性が⾼いことが知られている（⻄岡 2013）。 
 

 

Ⅲ 結果  
 試し釣りの結果、計 44 尾のアユをサンプリングすることが
できた。このうち、天然由来と判定されたものが 28 尾（64％）、
放流由来と判定されたものが 16 尾（36％）だった（図１・２）。
おおよそ天然と放流の割合は 2：1 となった。由来別の全⻑平
均は天然が 15.4cm、放流が 15.9cm となり、大きな差はなか
った（図３）。 
 
Ⅳ 考察  
 本研究では 64％が天然由来という結果になったが、その他
の研究では、四国の吉野川では 71〜96％（渡辺・保正 2003）、
広島県の成羽川では 67〜87％（占部ら 2013）、栃⽊県の那珂
川では 84％（沢田ら 2008）、島根県の⾼津川では 83％以上
（寺門ら 2016）が天然由来という報告がある。このことから、
吉田川は天然の割合が少ないことが示唆された。 

また、吉田川の本流である⻑良川では、河口からの距離が
75km の地点で 86％が天然由来という報告がある（間野ら 
2014）。岡山県の⾼梁川では、河口からの距離が 8ｋｍの地点
では 44％、70km の地点では 37％が天然由来という報告があ
ることから（小堀・阿部 2019）、吉田川の天然由来が少なくな
った理由として、河口からの距離が考えられた。 
 由来別の全⻑平均に差がなかったのは、近年遺伝子のかく
乱に配慮し、同じ流域のアユを種苗に使うことが行われてい
ることから（郡上漁協私信）、遺伝的な差がなかったためだと
考えられた。 
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写真２ 下顎側線孔 
（写真は８つで天然） 

写真１ 側線上方横列鱗数 
（写真は 15 枚で放流） 
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図 2 天然と放流の割合 
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図 3 由来別全⻑平均 
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図１ 側線上方横列鱗数の頻度分布 


